
2027年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
2026年８月７日

上 場 会 社 名 株式会社マツオカコーポレーション 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3611 URL https://www.matuoka.co.jp/

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長執行役員 (氏名) 松岡 典之

問合せ先責任者 (役職名) 取締役上席執行役員経理財務部長 (氏名) 金子 浩幸 (TEL) 084-973-5188

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無 ：有

決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益
為替差損益調整後

営業利益
経常利益

親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期
第１四半期

18,958 11.8 148 △28.4 850 △21.7 1,113 45.5 549 63.1

2026年３月期
第１四半期

16,956 11.7 206 － 1,085 17.9 765 △46.2 337 △56.8

(注)包括利益 2027年３月期第１四半期 1,174百万円( －％) 2026年３月期第１四半期 △1,759百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 52.36 48.54

2026年３月期第１四半期 32.30 29.90

(注) １．為替差損益調整後営業利益は、営業利益に営業取引から発生した為替差損益を加減算して算出しております。
２．第１回無担保転換社債型新株予約権付社債(発行残高７億50百万円)には希薄化を可能な限り抑制することを目

的として取得条項(現金決済条項)が設定されているものの、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は株
式に転換される可能性がある最大の株式数で計算しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 78,266 43,689 51.1

2026年３月期 75,174 43,558 53.1
(参考)自己資本 2027年３月期第１四半期 39,972百万円 2026年３月期 39,939百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00

2027年３月期 －

2027年３月期(予想) 0.00 － 115.00 115.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
2026年３月期期末配当金の内訳 普通配当 90円00銭 記念配当 10円00銭

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益
為替差損益調整後

営業利益
経常利益

親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 7.7 3,400 56.3 5,300 10.1 4,900 △9.1 3,400 9.1 323.85

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 10,593,600株 2026年３月期 10,593,600株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 95,192株 2026年３月期 95,162株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 10,498,427株 2026年３月期１Ｑ 10,437,438株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、米国を中心に底堅く推移したものの、中東情勢をはじめとする地

政学的リスクの高まりや各国の通商政策を巡る不確実性に加え、中国経済の減速懸念などから、先行き不透明な状況

が続きました。

わが国経済におきましては、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推移したものの、物価上昇などの

影響もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況となりました。アパレル業界におきましては、インバウンド需

要が引き続き高水準で推移するなど、事業環境は概ね堅調に推移しました。

このような経済環境の下、縫製事業においては、カジュアルウェアやワーキングウェアを中心に受注が堅調に推移

したことに加え、ベトナム、インドネシア及びバングラデシュにおける生産能力拡大が寄与し、事業は順調に拡大し

ました。一方、ラミネーションフィルム事業においては、中国における市場環境の低迷や需要回復の遅れなどの影響

を受け、低調に推移しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は189億58百万円（前年同期比11.8％増）、営業利益は１億

48百万円（同28.4％減）、経常利益は11億13百万円（同45.5％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は５

億49百万円（同63.1％増）となりました。

また、当社グループの本業における実力値を判断するために算出した、当社の独自指標である為替差損益調整後営

業利益は、縫製事業における生産能力拡大に伴う先行コストの発生や、ラミネーションフィルム事業の減益影響等に

より８億50百万円（前年同期比21.7％減）となりました。

報告セグメントの経営成績は、次のとおりであります。なお、セグメント利益は四半期連結計算書の経常利益と調

整を行っております。

（縫製事業）

当第１四半期連結累計期間においては、カジュアルウェアを中心に受注が増加しました。また、ファン付きウェア

の需要拡大を背景に、ワーキングウェアの受注も堅調に推移しました。

生産面においては、ベトナム、インドネシア及びバングラデシュにおいて、生産ラインの増設や人員の拡充を進め

るとともに、技術指導の強化を通じた技能向上に取り組むことで、供給力の拡大を図りました。その結果、販売枚数

は前年同期比12.0％増の1,418万枚となり、堅調な受注を背景に順調に事業拡大が進みました。

以上の結果、縫製事業の売上高は165億85百万円（前年同期比16.2％増）、セグメント利益は12億78百万円（同47.1

％増）となりました。

当社の独自指標である為替差損益調整後営業利益は、受注拡大に伴う生産量の増加等により増益となりました。一

方で、生産性向上途上にある新設ラインの増加や先行コストの発生等により、増益幅は売上高の伸びに比べ緩やかな

ものとなり、縫製事業において10億66百万円（同4.1％増）となりました。

(単位：百万円)

2026年３月期
第１四半期
連結累計期間

2027年３月期
第１四半期
連結累計期間

増減 増減率

売上高 14,266 16,585 2,318 16.2%

セグメント利益 869 1,278 409 47.1%

為替差損益調整後営業利益 1,024 1,066 42 4.1%
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（ラミネーションフィルム事業）

当第１四半期連結累計期間においては、中国における市場環境の低迷や需要回復の遅れに加え、主要顧客構成の見

直しが進んだことなどから、受注は低調に推移しました。これに伴い、生産数量も減少し、販売ヤード数は前年同期

比14.1％減の374万ヤードとなりました。その結果、利益面においても低調に推移しました。

以上の結果、ラミネーションフィルム事業の売上高は23億72百万円（前年同期比11.8％減）、セグメント利益は１

億16百万円（同66.6％減）となりました。

また、当社の独自指標である為替差損益調整後営業利益は、ラミネーションフィルム事業において１億19百万円

（同66.0％減）となりました。

(単位：百万円)

2026年３月期
第１四半期
連結累計期間

2027年３月期
第１四半期
連結累計期間

増減 増減率

売上高 2,689 2,372 △316 △11.8%

セグメント利益 349 116 △232 △66.6%

為替差損益調整後営業利益 349 119 △230 △66.0%

なお、当社グループの本業における実力値を判断するために算出した当社の独自指標である「為替差損益調整後営

業利益」の定義、算定方法及び実績は以下のとおりであります。

当社グループの収支構造は、為替変動によって海外子会社損益計算書の製造原価及び販売費及び一般管理費の円換

算額が変動します。また、一方で取引先との個別契約等による為替変動リスクヘッジの効果は、日常的な営業取引決

済等から発生する為替差損益として、損益計算書において営業外損益に計上されます。これらの為替差損益は当社の

営業取引（本業）から生じると考え、営業取引から発生した為替差損益を調整した事業損益を算定し「為替差損益調

整後営業利益」として開示しております。

計算式： 為替差損益調整後営業利益 ＝ 営業利益 ＋ 営業取引から発生した為替差損益

注： 為替差損益の分類方法は以下の通りです。

営業取引から発生した為替差損益： 売掛金及び買掛金から生じる決済差額及び換算差額、並びに為替レー

ト差に起因する連結相殺差額

財務取引から発生した為替差損益： 現預金、貸付金及び借入金から生じる決済差額及び換算差額

(単位：百万円)

2026年３月期
第１四半期
連結累計期間

2027年３月期
第１四半期
連結累計期間

増減 増減率

売上高 16,956 18,958 2,001 11.8%

営業利益 206 148 △58 △28.4%

為替差損益 524 889 365 69.6%

うち営業取引から発生したもの 879 702 △176 △20.1%

うち財務取引から発生したもの △354 187 541 －

為替差損益調整後営業利益 1,085 850 △235 △21.7%

経常利益 765 1,113 348 45.5%

親会社株主に帰属する四半期純利益 337 549 212 63.1%
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて30億91百万円増加し、782億66百万円となりまし

た。主な要因としては、棚卸資産の増加22億34百万円、有形固定資産の増加６億39百万円等があったことによるもの

です。

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて29億61百万円増加し、345億76百万円となりまし

た。主な要因としては、賞与引当金の減少６億20百万円、未払法人税等の減少３億51百万円、長期借入金の減少３億

１百万円等があったものの、支払手形及び買掛金の増加23億41百万円、短期借入金の増加15億31百万円があったこと

によるものです。

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて１億30百万円増加し、436億89百万円となりま

した。主な要因としては、配当金の支払10億49百万円等があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益が５億

49百万円、為替換算調整勘定の増加５億11百万円等があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の連結業績予想につきましては、2026年５月14日に公表いたしました業績予想から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,600 21,737

受取手形及び売掛金 8,583 8,108

電子記録債権 1,972 2,639

商品及び製品 5,472 5,243

仕掛品 6,175 7,813

原材料及び貯蔵品 3,965 4,790

その他 2,352 2,165

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 50,118 52,495

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,844 13,815

その他（純額） 7,143 7,811

有形固定資産合計 20,987 21,626

無形固定資産

その他 2,805 2,836

無形固定資産合計 2,805 2,836

投資その他の資産

その他 2,044 2,094

貸倒引当金 △781 △786

投資その他の資産合計 1,263 1,307

固定資産合計 25,056 25,770

資産合計 75,174 78,266
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,217 11,559

電子記録債務 633 573

短期借入金 4,700 6,232

1年内返済予定の長期借入金 1,027 1,092

未払法人税等 889 538

賞与引当金 992 371

その他 2,363 2,585

流動負債合計 19,825 22,954

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 750 750

長期借入金 8,038 7,736

退職給付に係る負債 641 689

資産除去債務 1,207 1,250

繰延税金負債 557 594

その他 595 600

固定負債合計 11,790 11,622

負債合計 31,615 34,576

純資産の部

株主資本

資本金 633 633

資本剰余金 2,175 2,175

利益剰余金 28,793 28,293

自己株式 △246 △246

株主資本合計 31,355 30,855

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 122 143

繰延ヘッジ損益 34 33

為替換算調整勘定 8,579 9,090

退職給付に係る調整累計額 △152 △150

その他の包括利益累計額合計 8,583 9,117

非支配株主持分 3,619 3,716

純資産合計 43,558 43,689

負債純資産合計 75,174 78,266



株式会社マツオカコーポレーション(3611) 2027年３月期 第１四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 16,956 18,958

売上原価 15,204 17,044

売上総利益 1,751 1,913

販売費及び一般管理費 1,545 1,765

営業利益 206 148

営業外収益

受取利息及び配当金 34 23

為替差益 524 889

補助金収入 60 35

その他 49 103

営業外収益合計 669 1,053

営業外費用

支払利息 77 52

債権売却損 18 －

持分法による投資損失 0 －

その他 14 35

営業外費用合計 111 88

経常利益 765 1,113

税金等調整前四半期純利益 765 1,113

法人税等 449 544

四半期純利益 315 568

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△21 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 337 549
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 315 568

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7 20

繰延ヘッジ損益 △4 △0

為替換算調整勘定 △2,090 582

退職給付に係る調整額 13 3

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △2,074 605

四半期包括利益 △1,759 1,174

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,583 1,083

非支配株主に係る四半期包括利益 △175 91
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

縫製事業

ラミネー
ション
フィルム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 14,266 2,689 16,956 － 16,956

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 14,266 2,689 16,956 － 16,956

セグメント利益又は損失(△) 869 349 1,218 △453 765

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△453百万円は、各報告セグメントに配分していない当社管理部門の

販売費及び一般管理費△288百万円、為替差損△131百万円及びその他の営業外損益△33百万円であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

縫製事業

ラミネー
ション
フィルム
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 16,585 2,372 18,958 － 18,958

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 16,585 2,372 18,958 － 18,958

セグメント利益又は損失(△) 1,278 116 1,395 △281 1,113

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△281百万円は、各報告セグメントに配分していない当社管理部門の

販売費及び一般管理費△334百万円、為替差益76百万円及びその他の営業外損益△22百万円であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 478百万円 536百万円

のれんの償却額 1 〃 1 〃


